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「
地
産
地
消
」
に
思
う 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員
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「
学
校
給
食
法
」
が
改
正
さ
れ
、
目
標
が 

「
食
育
の
推
進
」
に
移
行
し
、
「
伝
統
的
な
食

文
化
」
「
食
料
生
産
・
流
通
・
消
費
」
の
理
解

な
ど
の
項
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
、
学
校
給
食
に
使
用
し
た
野
菜
、
豆
類
、

果
物
、
き
の
こ
類
な
ど
の
県
内
産
及
び
市
町
村

内
産
の
食
材
の
割
合
の
調
査
に
お
い
て
、
本
町

の
小
・
中
学
校
の
給
食
に
使
わ
れ
た
野
菜
等
は

県
内
産
・
町
内
産
で
県
内
ト
ッ
プ
と
な
り
、
地

産
地
消
の
先
進
地
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

ま
し
た
。 

 

近
年
、
消
費
者
の
農
産
物
に
対
す
る
安
全
・

安
心
志
向
の
高
ま
り
や
、
生
産
者
の
販
売
の
多

様
化
の
取
組
み
が
進
む
中
で
、
消
費
者
と
生
産

者
を
結
び
つ
け
る
「
地
産
地
消
」
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

「
地
産
地
消
」
が
、
消
費
者
の
「
地
場
農
産
物
」

へ
の
愛
着
心
や
安
心
感
を
深
め
、
消
費
拡
大
を

生
み
、
地
元
の
農
業
を
応
援
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
は
、
高
齢
者
を
含
め
た
地
元
農

業
者
の
営
農
意
欲
を
高
め
、
農
地
の
荒
廃
を
防

ぎ
、
地
場
農
業
が
活
性
化
し
、
さ
ら
に
は
、
日

本
型
食
生
活
や
食
文
化
が
守
ら
れ
、
食
料
自
給

率
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
確
信
い
た

し
ま
す
。 

 

 

 

「
給
食
で
は
カ
レ
ー
が
一
番
好
き
❣
」
地
元
産
野
菜
を
た
っ
ぷ
り 

使
っ
た
給
食
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
宮
崎
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
よ
り
） 

  



農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（利
用
状
況
調
査
）実
施

＝
昨
年
よ
明
科
作
旅
棄
地
２
，
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
械
＝

昨
年

の
１２
月
に
農
地
法
が
改

正
施
行
さ
れ
、

農
業
委
員
会

の

果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
な
も

の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
に
、

改
正
農
地
法
に
お

い

て
、

新
た
に
農
地

の
権
利
を
有

す
る
者

の
責
務
規
定
が
設
け
ら

れ

る
と
と
も
に
、

農
業
委
員
会

に
新
た
な
役
割
と
し

て

「農
地

の
利

用
の
状
況
に

つ
い
て
の
調

査

」

（
利

用
状

況

調
査
）

の
実

施
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、

農
業
委
員
会

に
お
い
て
は
、

優
良
農
地

の
確

保
と
有
効
利

用
、

担

い
手

の
育

成

・
確

保

を

は

じ

め

と

す

る

「新

・
み
や
ぎ
農
地
と
担

い
手

を
守
り
活
か
す
運
動
」
を
平
成

２０
年
度
よ
り
、

取
り

組
ん
で
お
り
、

利
用

状
況
調
査

の
実
施

・

対

応

に

あ

た

っ

て

は
、

こ
の
運
動

の

．

環
と
し

て
取
り
組
ん

で
い
る

「農
地
パ
ト

ロ
ー

ル
」

（
遊
休

農

地

の
発
生
防
止

・
解

消
対
策
、

無
断
転

用

防
止
対
策
等
）
と

．

体
的

に
取
組
み
、

効

率
か

つ
効
果
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

「農
地

パ
ト

ロ
ー

ル

・
利

用

状

況

調

査
」

の
実
施
は
、

８

月
１８
日

（中
新

田
地

区
）
、

１９
日

（
小
野

田
地
区
）
、

２３
日

（宮

崎
地
区
）

の
３
日
間
を
設
定
し
、

各
地
区
３
班
に
分
か
れ
調
査
し

ま
し
た
。

そ

の
結
果
、

昨
年

の

耕
作
放
棄
地
面
積
か
ら
耕
作

・

作
付
等

の
事
由
に
よ
り
７
．

５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
が
削
除
さ

れ
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た
耕
作

放
棄
地
面
積
が

５
．

２

ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、

全
体

で
２
．

２

ヘ
ク

タ
ー
ル

の
耕
作
放
棄
地
が
減

っ

た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

加
美
町
全
体

で
は

２
５
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
も

の
耕
作

放
実
地
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。

優

良
農
地

の
確
保

・
食
料
白
給
率

の
向
上
に
向
け
少
し

で
も
耕
作

放
棄
面
積
を
減
ら
せ
る
よ
う
、

加
美
町
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議

会

・
各
関
係
機
関
等
と
協
力
し

解
消
対
策
を
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
地
の
効
率
的
な
利
用

農
地
法
改

正
に
よ
り
、

「
農

地
を
農
業
上

の
適
正
か

つ
効
率

的
な
利

用
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
」

こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
、

次

の
こ
と
に
該
当
す
れ
ば

農
地

の
所
有
者
等

（そ

の
農
地

に

つ
い
て
所
有
権
以
外

の
権
限

に
基
づ
き
使
用
及
び
収
益
を
す

る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の

者
及
び
農
地

の
所
有
者
）
に
対

し
口
頭
及
び
文
書
に
よ
り
必
要

な
指
導
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

①
過
去

１
年
以
上
作
物

の
栽
培

が
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、

か

つ
、

引
き
続
き
耕
作

の
目
的
に
供

さ
れ
な

い
と
見
込
ま
れ
る
農

地
②
そ
の
農
業
上

の
利
用
の
程
度

が
そ
の
周
辺

の
地
域
に
お
け

る
農
地

の
利

用
の
程
度

に
比

べ
て
著
し
く
劣

っ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
農
地

こ
の
こ
と
に
よ
る
指
導
に

つ

農地パ トロール (利用状況調査)宮 崎地区

加 美 町 耕 作 放 棄 地 面 積

地 区  名 箇所数 耕作放棄面積 (高)

中新回地区 208,839 00

小野田地区 2, 154,388 00

宮 崎 地区 139,90500

△ ４
， 2,503,13200

(小野口地区に国営やくらい山麓パイロット事業分含む)

い
て
は
、

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
の
結
果
を
ふ
ま
え
農
業
委

員
会
で
協
議
し
、

適
切
に
行

っ

て
い
き
た

い
と
考

え

て
い
ま

す
。農

地
調
査
会

高
橋
京

一
委
員
長
か
ら

農
地
利
用
に
対
す
る
規
制

緩
和
、

地
方
分
権
の
動
き
が

本
格
化
す
る
中
、

農
業
委
員

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
が

一

層
重
要

に
な

っ
て
お
り
ま

す
。

特
に
、

耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
向
け
た
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
、

農
地
利
用
状
況

調
査
な
ど
必
要
不
可
欠
な
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
遊
休
農
地
の
実
態
を
把
握

し
、
「
な
ぜ
遊
休
化
し
て
い

る
の
か
」
「ど
う
し
た
ら
遊

休
化
を
解
消
で
き
る
の
か
」

等
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

っ
て
、

農
地
の
有
効
利
用
に

向
け
た
活
動
を
行

っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
北
・北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に 

 
 

 
 

 

参
加
し
て
来
ま
し
た
❣ 

 
 

八
月
二
十
六
日
札
幌
市
を
会
場
に
東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
翌
二
十

七
日
に
は
南
幌
町
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
、
町
の
農
業
情
勢
や
取
組
み

方
法
等
大
変
貴
重
な
お
話
を
伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
以
下
、
研
修
レ

ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

 
 

子
ど
も
達
に
農
業
体
験
を
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 

 

鈴 

木 

二 

郎 

（
宮
崎
地
区
） 

 

八
月
二
十
六
日
午
後
、「
新
た
な
農
地

制
度
に
対
応
し
た
農
業
委
員
会
活
動
の

実
践
」
を
テ
ー
マ
に
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
中
で
特
に
印
象
深
か

っ
た
福
島
県
相
馬
市
農
業
委
員
会
の
事

例
報
告
に
つ
い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま 

す
。 遊

休
農
地
は
病
害
虫
の
発
生
源
、
不
法

投
棄
の
温
床
等
、
地
域
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
解
消
に
向
け
て

の
取
組
み
を
平
成
十
八
年
度
か
ら
三
ヵ
年

で
実
施
し
た
が
、
一
般
市
民
に
は
浸
透
せ

ず
、
ま
た
、
解
消
後
の
利
活
用
を
考
慮
し

な
か
っ
た
た
め
、
一
部
遊
休
化
に
逆
戻
り

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、

市
民
参
加
（
親
子
参
加
）
に
よ
る
サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
植
え
・
収
穫
祭
を
実
施
し
一
定

の
成
果
を
得
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

子
ど
も
時
代
に
色
々
な
経
験
・
体
験
を

し
た
者
は
、
物
事
に
立
ち
向
か
う
力
が
自

然
と
備
わ
り
、
体
験
の
乏
し
か
っ
た
者
と

で
は
そ
の
後
の
人
生
を
歩
む
上
で
大
き
な

差
が
出
る
と
い
う
興
味
深
い
記
事
を
目
に

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
子
ど
も
達
に
農
業
体
験

（
土
に
触
れ
、
作
物
を
育
て
る
）
の
場
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
は
、
遊
休
農
地
の
解

消
の
み
な
ら
ず
、
大
局
的
に
は
人
間
形
成

の
一
助
と
も
な
る
素
晴
ら
し
い
活
動
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。 

  

農
業
委
員
と
し
て
新
た
な
思
い 

板 

垣 

文 

一 

（
宮
崎
地
区
） 

 

八
月
二
十
六
日
よ
り
二
日
間
、
加
美
町

農
業
委
員
会
の
研
修
事
業
と
し
て
「
東

北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

参
加
と
、
空
知
郡
南
幌
町
農
業
委
員
会
と

の
意
見
交
換
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
目
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
約
一

五
〇
〇
名
の
農
業
委
員
と
関
係
者
の
参
加

で
開
催
さ
れ
、
福
島
県
相
馬
市
、
北
海
道

深
川
市
、
秋
田
県
秋
田
市
の
三
つ
の
農
業

委
員
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ
い

て
事
例
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
全
体
で
意

見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
遊
休
農
地 

 

の
解
消
」、「
廃
屋
を
含
む
耕
作
放
棄
地
の
発

生
」、「
組
合
法
人
設
立
へ
の
支
援
」
等
ど
こ

の
農
業
委
員
会
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
あ

り
、
会
場
か
ら
も
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
が
、
三
例
と
も
比
較
的
平
坦
な
地
域
の
事

例
で
あ
り
、
中
山
間
地
を
多
く
抱
え
る
加
美

町
の
耕
作
放
棄
地
を
考
え
る
と
、
そ
の
対
応

が
容
易
で
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
札
幌
市
の
東
約
二
五
㎞
に
位

置
す
る
南
幌
町
の
農
業
委
員
会
を
視
察
し
ま

し
た
。
個
人
の
平
均
経
営
面
積
は
二
〇
㏊
、

法
人
の
平
均
経
営
面
積
は
一
三
一
㏊
で
、
圃

場
整
備
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
完
了
、
遊
休
農
地

は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
毎
年
一
〇
名
程
度
の
新

規
就
農
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
大

都
市
近
郊
の
純
農
村
地
帯
で
、
山
も
丘
も
無

い
、
雪
と
寒
さ
を
除
け
ば
理
想
的
な
農
業
環

境
に
あ
る
中
で
、
や
は
り
圃
場
条
件
の
整
備

が
経
営
面
積
の
拡
大
や
農
地
の
利
用
集
積
の

推
進
、
さ
ら
に
は
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
が

っ
て
い
く
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
で
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
あ

る
い
は
農
地
集
積
事
業
に
つ
い
て
様
々
な
角

度
か
ら
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
加
美
町
に
お
い
て
も
、
平
坦
地
域
で
農

地
の
集
積
が
進
む
一
方
、
中
山
間
地
域
で
は

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
解
消
、
再
生
に
向
け
て
何
ら
か
の

ア
ピ
ー
ル
そ
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
農
業
委
員

会
か
ら
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。 

 

南
幌
町
で
の
意
見
交
換
会
の
よ
う
す 



(平成22年 4月 ～平成22年 9月 )

項 目 事  由 件  数 面積 所

農地として

利用するた

めの移動

(農地法第

3条許可)

所有権

移 転

売   買 16,421

贈   与 12 1197239

交  換 10 291711

小  計 165,371

賃貸借権の設定 1

使用貸借権の設定 2 32,140

計 34 198,377

賃貸借の解約(農地法第18条 通知) 9 29,700

農地として

利用するた

めの移動

(農用地利用

集積計画)

利用権の設定(賃貸借) 33 173,045

利用権の設定(使用貸借) (1,006)

所有権移転(売買) 9 47,537

所有権移転(交換)

計 42 220,582

農地の転用
(農地法第4・5条許可)

自己転用 2 1,266

権利移転を
伴う転用

13,138

合  計 14,404

※小数点以下の面積は切り捨てています。

脱備冊酌・縦・冊零柵

コ時1平‐呼22年11月11甲(米)午後1時30分
場所:やくらい文化セシタ■小ホニル  ‐
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農業に従事する石なら広くごおD入しヽただlt孝す

お問い合わせ i農 業委員会事務局 (費 67-5411)




